平成19年度　知的障がい教育研究部会研究大会　「第2回大会」　レポート

大会テーマ

「特別支援教育における専門的指導力の向上をめざして」

目的

· 特別支援学校と特別支援学級を設置する小学校・中学校の実践や研究の成果を共有し，会員相互の資質向上を図るとともに，児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育の一層の充実を図る。 

· 特別支援学校及び特別支援学級設置校との職員間の交流や情報の共有化を図る。 

日時

平成19年7月31日（火）　9：30～15：30

会場

宮崎県立宮崎南養護学校

日程

	時間
	内容等

	10:00～10:30
	開会行事

· 会長あいさつ 

· 知的障がい教育研究会の組織改編についての説明 

· 諸連絡 
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	10:40～12:20
	講座（午前の部）

	12:20～13:40
	昼食・休憩

「学校の実践紹介ひろば」

	13:40～15:30
	講座（午後の部）


 

各講座のレポート

講座１「教育的支援が必要な子どもの心理アセスメント　～WISC-Ⅲ、K-ＡＢＣの実施と指導の生かし方～」

【講師】　宮崎養護学校　教諭　中島浩美　氏
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本講座では，教育的支援が必要な子どもの心理アセスメントとして代表的な，WISC-Ⅲの検査法について講義と演習をしていただきました。
" 子どもを知る"という観点から，WISC-Ⅲの特徴や目的などのお話をしていただいた後，２人１組組になってビデオを見ながら検査演習を行いました。実際に検査道具を使用し，どの先生方も検査者・被検査者を経験することができ，大変有意義な時間となりました。演習中に起こった疑問点等について，その場その場で中島先生が丁寧に教えてくださったり，大切なことや検査者としての心構えなどのポイントを話してくださったりと，和やかな雰囲気の中，どの先生方も熱心に取り組んでいました。
本講座の講義・演習を通して，WISC-Ⅲについて正しく知ることができたとともに，中島先生のお話を聞く中で，特別支援教育を行ううえで大切なことを学ぶことができ大変良い機会となりました。

講座２「知的障がい児への指導」

【講師】　宮崎県立児湯養護学校　　教頭　　別府宗光　氏
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７講座の中で一番人気の第２講座。当日の参加者を含めると１００人を超える先生方の熱い視線が，別府先生の「生きることへの挑戦を１人ではなく，チームを組んでﾄﾞﾗﾏﾃｨｯｸにやりましょう」という言葉に釘付けになりました。別府先生は，知的障がいの基礎講座の中で，授業作りのｷｰﾜｰﾄﾞとして「①心を揺さぶる②ｽﾄｰﾘｰをもつ③実際の体験を繰り返し行う」の３点を強調され，このｷｰﾜｰﾄﾞをもとに取り組んだ実践をチームで発表されました。はじめに延岡南養護学校の岡田先生が「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄY」と題し，一人一人に目標をもたせ，取り組んだ買い物学習を発表。ｽﾓｰﾙｽﾃｯﾌﾟで取り組むことで子どもたちが達成感をもち，十分に力を発揮していました。次に宮崎養護学校の田爪先生が「NO MUSIC, NO LIFE」と題し，音楽を生かした実践を発表。生活の中の色々な音が教材化され，音楽を通して子どもたちと向き合う姿が随所に見られました。そして「苦手なことを努力するのではなく，得意な土俵で勝負しましょう」と投げかけられました。最後に生徒の手紙からはじまった「えれこっちゃ宮崎」参加への取り組みを，清武養護学校の野田先生が映像を交えながら発表されました。生徒と保護者の生き生きした表情が印象的でした。どの実践も教室の中にとどまらないﾄﾞﾗﾏﾃｨｯｸな楽しい実践でした。

第３講座　「自閉症児への指導」

【講師】　宮崎県立延岡南養護学校　教諭　水野啓三　氏
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本講座は、午前中に「自閉症の特性」、午後からは「ピンチはチャンス」、「特性に合わせた支援実践」についての説明と体験演習をしていただきました。
午前中は、虹に喩えた障がいの連続性、社会におけるメインストリームの話など、最新の話題を取り入れて示唆に富んだ話を聞くことができました。なかでも、「タオシシャチェン」（多少銭）という中国語を使ってのコミュニケーション能力障がいの体験演習が自閉症的な困難を理解するのに大変わかりやすく、水野先生の説明の手法に感心しました。
午後からの「ピンチはチャンス」での、困ったときが支援の在り方を見直す絶好の機会という考え方、「困った・・・」に対応する基本姿勢での『氷山モデル』の理解とアプローチの仕方には支援者として忘れてはならない基本スタンスがあり、ハッとさせられました。
「特性に合わせた支援実践」では構造化について豊富な写真をもとにわかりやすい説明がありました。水野先生の実体験から出てくる言葉の数々は、書籍等で学習するのとは比べものにならないくらいリアルでわかりやすかったと思います。
自閉症について正しく学び、今後の特別支援教育の支援に生かしていく大変よい機会になりました。ありがとうございました。

講座４　「軽度の発達障がいのある子どもたちとの関わり方」

【講師】宮崎県立日南養護学校　教諭　肱岡憲吾　氏
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本講座は、午前中、軽度の発達障がいについての基礎知識の確認をしました。軽度とは症状が軽度という意味ではなく知的な障がいがないという意味であるという言葉が心に残りました。その後発達障がいについてどの程度理解しているかのテストをしました。そして答え合わせをしながら説明をしていただきました。
　午後は、発達障がいをどのようにとらえるかをNHKテレビ「ハートをつなごう」でアスペルガー症候群と診断された男性の事例等を参考にしながら発達障がいのとらえ方について確認しました。
　最後に一つの事例に対してグループに分かれアプローチの仕方や具体的な支援の仕方を話し合いました。いつも注意されていた児童があたりまえのことを褒めることにより問題行動が減っていった事例を聞き、支援のあり方をもう一度考えされられました。

講座５「社会的スキル教育の理論と実際」

【講師】　檍北小教諭　荒木　秀一　氏
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　やや緊張した雰囲気が構成的エンカウンターミニエクササイズ「トントンもみもみ」で一気に場が和み、柔らかな雰囲気で講座が始まりました。そして、「なぜ今ＳＳ(ｿｰｼｬﾙｽｷﾙ)が必要なのか」という問いに、ＳＳを自然に学べていた社会がこの30年間で一挙に無くなってしまったことを説明され、だからこそ学校の取り組みだけで終わらせるのではなく、家庭での取り組みも必要だと保護者を巻き込んだ実践も紹介されました。
午後からはＳＳを進める上で一番重要なﾘﾊｰｻﾙの部分をｸﾞﾙｰﾌﾟ別に実践しﾄﾚｰﾅｰを体験しました。初対面の相手とのﾛｰﾙﾌﾟﾚｲは難しい面もありましたが、やはりﾄﾚｰﾅｰの存在は重要で、学級で行うＳＳにはスタッフの養成も必要であると感じました。
　一日通して荒木先生の豊富な実践に裏打ちされたエネルギッシュな講演を聞くことができ、また「宮崎のＳＳは全国の中心なんです」という言葉に参加者も勇気を頂いたように感じました。

第６講座「コーディネーターの役割と学校間の連携」

【講師】県立宮崎養護学校　教諭　小野真嗣氏
　　　　県立日南養護学校　教諭　桐明里美氏

　小野先生は特別支援教育に関わる県内の様々な機関の役割や特色を解説され、相談側が目的に応じた利用ができるようにわかりやすくお話しくださいました。今後の課題として学校側の校内組織の整備、相談事項や支援方法の蓄積　、相談を受ける側の先回りしすぎず学校の取組を引き出す相談をしていくことをあげられました。桐明先生は特別な支援を要する子どもたちへの対応の仕方をこれまでの実践をもとに詳しく説明され、保護者は子どもの受容、教育者は子どもの特性理解が大切であることがわかりました。「特別支援教育とは学ぶ側にあわせる教育である」「良い行動も悪い行動も子どもが学習した結果。良いことを覚え直す支援を」などの印象深いお言葉をいただきました。
　午後はKJ法を使ってグループ討議を行いました。コーディネーターの多忙さ、保護者への啓発活動の難しさの声が多く出され、その解決策として、職員全体の気づきを高める研修のあり方、学校内でのサポート体制づくりが今後の課題であるとまとめられました。

講座７「特別支援学校からの実践紹介」

① 地域社会と関わる力を育てる総合的な学習の時間の取り組み　【講師】都城養護学校　教諭　塩見憲二　氏 

　中学部の総合的な学習の時間を　時間配分・学習形態・学習内容の面から見直し、生徒の育みたい力について共通理解を行い、中学部3年間を見通した具体的な指導計画を作成し、実践し、そして見直しをしながら研究を深めていっている発表でした。「地域社会」を学習テーマ【大テーマ】としてとらえ、学年ごとの学習テーマ【小テーマ】とし、学習内容を構成されていました。地域の伝統芸能をされる方々と「じゃんかん馬踊り」をしたり、四半的を習ったりと地域に密着した活動をされていました。

② 児童生徒の不適切行動の解決に向けて　【講師】宮崎南養護学校　教諭　高岡珠美　氏

平成18年度の実践事例を二つ紹介していただきました。児童生徒の不適切な行動が起こる背景として「指導方法が確立されていない」「有効な手立て、指導方法の引継ぎが生かされていない」ということを挙げられた上で、特に「専門家との連携」に力を入れて取組まれた事例でした。専門家から具体的な支援方法を助言していただくことで、指導方針が確立し、そのことによって児童生徒に変化が見られ、教師自身も指導力の向上を図れたということでした。

③ 開校して3年目を迎えた小林校の学校概要説明　【講師】都城養護学校　小林校　教諭　川越俊彦　氏

　開講3年目になる学校の取り組みについての発表でした。併設している小学校・中学校との連携、行事への参加、交流活動、地域社会との連携について報告いただきました。小中学校の先生方と細やかな打ち合わせをしながら出前授業を行い、啓発活動をされていました。11月30日に自主研究公開交流学習が開催される予定です。 

④ リサイクル活動　【講師】延岡南養護学校　教諭　時任健二　氏・延岡南養護学校　教諭　志和池智子　氏

　延岡南養護学校中学部で10年ほど取り組まれている「リサイクル活動」について詳しく説明していただきました。まず,生徒の活動の様子をビデオを見せていただき、そのあと概要を説明してくださいました。「地域の方達との触れ合い」「働く喜びや苦労を体験する」ということを目標に掲げ，毎年の恒例行事として取組まれているとのことです。3日間の活動を通して「目標に向かってがんばることの大切さ」「心の交流」「自信」を生徒は身に付けるのだということを話されていました。

⑤ 日向養護学校における食に関する指導について　【講師】日向養護学校　技術主査（栄養士）　山本邦治　氏

　①安全・安心・おいしい給食　②献立を生きた教材として活用　③給食は味との出会いをモットーに食に関する指導をされている実践発表でした。将来自分で食べる量や食品を選んで食べて欲しい・・という願いをもとにバイキング給食を取り入れたり、職業・家庭の学習・集会活動においても積極的に係わっていらっしゃる姿に食に関するあつい思いを感じました。
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